


住宅・土地統計調査とは

住宅・土地統計調査は、 行政機関が作成する特に重要な公的統計調査〈基幹統計調査〉

と位置位けられています。 この調査は、 昭和23年から5年ごとに行われており、 平成

30年10月に実施する調査は、 その15回目になります。

調査結果は、 私たちの暮らしと住まいに関する計画や施策の基礎資料として、 幅広く

利用されています。

住宅・土地統計調査の結果はこのように利用されています

0国や地方公共団体における「住生活基本計画」の成果指標の設中

（高齢者の居住する住宅のバリアフリ ー化率、 省エネルギー

O耐震や防災を中山とレだ都市計画の策定

0空き家対策条例の制定

住宅・土地統計調査の結果

昭和58年 63年 平成5年 10年 15年 20年

出典：住宅・土地統計調査｜住宅 ・ 土地統計調査 ｜撞量1
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(http:/ /www.stat.goJp/ data/jyutaku/inde×.htm) 
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出様のご理解・ご協力をお願いします

.，�’a
総務省統計局・都道府県・市区町村

（リサイクル可）




